


勤務実態改善計画（働き方改革）推進について 

杵築中学校 校長 小野誠司  

Ⅰ．実際の取り組み 

 １．安全衛生委員会について                ＊    部は新たな取組 

  （１）月間勤務時間の振り返り 

    ・超勤時間の縮減を目的 → 平均超勤時間の減少が徐々に進行中 

  （２）業務削減案 

    ・教科部会を平日分散開催し、水曜日の開催は２ヶ月に１回（実施中）  

    ・年間授業時数の適正化→臨時５時間授業設定を増設中 

 

 ２．外部関係者への業務依頼 

  （１）職場体験学習の受け入れ事業所等のセッティングの自動化に向けて 

    ・学校運営協議会のメンバー（JC 関係者等）と協議中。 

  （２）ICT サポーターの市内小中学校定期巡回訪問（市教委事業） 

    ・各種機器の設定や、日常の疑問が定期的に解消 

    ・全国学力調査（理科 CBT）の際は非常に助かった。 

  

 ３．ＩＣＴ機器の利用方法の改善 

  （１）「すぐーる（保護者連絡アプリ）」の有効活用（双方向連絡） 

    ・欠席連絡と日課表連絡、配布文書，提出文書，アンケート等の回収・集約の削減 

  （２）ＰＣ内フォルダー構成の改善の実施（実施） 

  （３）ペーパーレス会議（継続）…ＰＣ・タブレット等の利用 

  （４）タブレット端末の有効活用による評価業務等の負担軽減（改善） 

    ・ロイロノートの利用で，成果物提出・集約が容易に。一部，評価も容易になった。 

  

 ４．部活指導の改善 

  （１）部活動指導員配置増（市教委事業），外部コーチの発掘・依頼→地域クラブ化支援 

    ・期末整理期間等の部活動時間の短縮。（取り組み中） 

    ・今後も部活動改革に向け，文化部を含む全ての部活動に外部指導者を配置したい。 

 

Ⅱ．今後の課題 

 １．部活動改革ついて 

  （１）地域クラブ化 

生徒の地域クラブ（陸上競技）への加入が増加中。他校とも連携し、取組が進行中。 

（２）平日部活動に対する意識改革 

教員・生徒・保護者ともに、週３日の練習日で十分という意識改革も必要か。 

 

 ２．専門部署・専門員の導入 

     保護者のクレームや愚痴などを専門に扱う部署の設置もあってよいのでは。とりわけ、再

雇用教員の出番になるのでは。 




